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第 2 回 北広島市学校跡施設市民検討会議 議事概要 

 

◆開催概要 

日 時：平成 22 年 6 月 19 日（土）16：00～18：00 

場 所：市役所本庁舎 2 階会議室 

出席委員：五十嵐智嘉子委員、遠藤智委員、川島光行委員、北側理委員、 

栗山恒幸委員、佐藤靖委員、清水弘委員、瀬戸口剛委員、寺岡和彦委員、 

中井敏之委員、西和恵委員、檜皮義博委員、藤野伸之委員 

欠席委員：大川壽雄委員、澤田美恵子委員 

事務局：岩泉功一企画財政部長、櫻井芳信政策調整課長、川村裕樹政策調整課主査、 

山田基主任、岸本美由紀主事、右城君彦建築課長 

 傍聴者：4 名 

 

1 開会 

・ 本日は委員の 15名中 13名が参加している。委員の半数が出席していることにより、

会議が成立していることを報告。 

 

2 第１回市民検討会議の振り返り 

【事務局】 

・ 第１回市民検討会議の議事概要は、委員の名前を委員 A、B という形で市のホーム

ページにおいて現在公開している。 

・ 第１回市民検討会議の大きなまとめとして、学校跡施設の利活用について 5 つの大

きな方向性が出された。 

①総合的に考え、複合化する 

②学習の場としての尊重 

③多世代交流の場 

④よそから人に来てもらえるような場 

⑤地域のよりどころの場 

 

【委員Ａ】 

・ 第１回市民検討会議の議事概要の確認をしたい。学校跡施設の利活用についての示

された 5 つの方向性を固定してもらっては困る。弱者を排除しないようにしてほし

い。 

【会長】 

・ 第１回市民検討会議で出された 5 つの方向性は、弱者を排除するものではない。 

 



2 

3 報告 

・ 事務局により、資料説明が行われた。 

（1）市の概要 

・ 北広島市の概要（北広島市の概要、人口、人口構造と高齢化率、夜間人口・昼間人

口） 

・ 北広島市における市民活動と施設（北広島市の市民活動施設、市民活動の紹介、サ

ークル活動紹介） 

（2）北広島団地地区とその周辺の概要 

・ 北広島団地地区の概要 

・ 北広島団地地区とその周辺の人口変化と高齢化率 

・ 小学校の児童数 

（3）緑陽小学校と広葉小学校の概要 

・ 緑陽小学校の概要 

・ 広葉小学校の概要 

（4）廃校活用事例の傾向 

 

4 議事 

（1）学校見学を終えての意見交換 

（2）跡施設利活用の基本理念・基本的考え方のイメージについて 

 

【委員Ｂ】 

・ 学校跡施設の利活用について、5 つの方向性にまとめたことは良いことだと思う。

広葉小学校と緑陽小学校を見学して、改めて心のふるさとを実感した。 

【委員Ｃ】 

・ 広葉小学校と緑陽小学校を見学して、各学校に色があると思った。 

・ 緑陽小学校は、自然に囲まれた環境で勉強ができており、そのような環境を作って

いけたら良い。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校の図書室に、図書の本の数が少なかった。もっと大きな図

書室があると良い。また、大人もゆっくりと本が読めるような、サロン的な図書室

があると良い。 

【会長】 

・ 広葉小学校と緑陽小学校に通った子ども達の痕跡が感じられると良いのではない

か。 

・ 地域の人が、本を提供して使えるような図書館が良いのではないか。 

【委員Ｄ】 

・ 緑陽小学校のグランドが大きくて驚いた。 
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・ グランドは、災害時の避難時を考えると必要な施設ではあるが、半分をそば畑にし

てはどうか。そこで、北広島市に行ってみたいと思わせるような、クラッセホテル

と連携を組み、そばを使った料理をふるまったら良いのではないか。 

・ 廃校事例の 50 選を見ると、宿泊体験施設の成功事例が少ない。栗山町雨煙別小学

校コカ･コーラ環境ハウスは、財団法人コカコーラ教育・環境財団が環境教育など

行う宿泊可能な施設として 1.8 億円出して活用している。こうした企業のメセナを

活用していくことも必要ではないか。 

・ 施設の運営の仕方として、北広島市が行っているエコミュージアムを参考にすると

良いのではないか。 

【委員Ｅ】 

・ 学校の設備的には、今後も活用できそうである。 

・ 緑陽小学校は、周辺の自然を生かした施設にしてはどうか。 

・ 広葉小学校は高齢者向けの施設にしてはどうか。そこで匠の技術を活用する。（高

齢者の技術を活用する）大谷幼稚園が近いので、多世代交流の場として使用できる

かもしれない。 

・ グランドを活用して、馬などによる動物を使ったセラピーなども考えられるのでは

ないか。 

・ 財団等を持っている企業を学校の運営等に活用していくことも検討される。 

【会長】 

・ 動物を使ったセラピーは、高齢者も増えていることからニーズがあるのではないか。

特徴を持った取組みを行っていれば、企業も協力してくれる可能性があると思う。 

【委員Ｆ】 

・ 学校は市民の財産である。 

・ 学校の設備等を充実させて、もっと楽しく、行きたくなるような施設にしてはどう

か。 

・ 運営のコンセプトを決めて、運営主体は市民参加で組織することが大切ではないか。 

・ 施設の使い方は、時間をかけて考えていくべきである。 

【会長】 

・ 運営主体は、委員の皆さんの意見を聞いて決めていきたい。 

・ 体育館とグランド、特別教室、図書室等は活用できるのではないか。 

【委員Ｇ】 

・ 学校は地域の財産である。 

・ 北広島団地地区の住民センターはニーズが高く利用できないため、住民センターで

行っている活動ができるように、学校跡施設を活用してはどうか。 

・ 光熱費や管理費の問題は無視できない。このコストは誰がカバーするのか。北広島

市の財政に負担にならない活用をしていくべきではないか。 
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【会長】 

・ 札幌市の曙小学校の計画時も、暖房費が課題になり、個別暖房に変えて暖房費を抑

えた。施設の利用の方向性が決まったら、暖房の問題についてまた話し合いたい。 

・ 住民センターの利用率を調べ、住民センターの要望等を補完できる施設になると良

いのではないか。住民センターではできない音楽やスポーツを、できるようにする

こともあるのではないか。 

【委員Ｈ】 

・ 前回欠席をした。北広島市社会教育委員をしている。 

・ 学校の教室の壁を取り除いて、3 つ位の教室をつなげて使用することは可能か。 

【事務局】 

・ 2 つの教室をつなげることは可能である。 

【委員Ｈ】 

・ 広葉小学校と緑陽小学校に通った子ども達の痕跡を残し、子ども達が集まる場にで

きるのではないか。 

・ 特色のある施設にすることを考えているのか。 

【会長】 

・ 今の段階では、制限無しで考えている。 

【委員Ａ】 

・ 広葉小学校には卒業記念品が何点か残されていた。卒業記念品は保存していくべき

である。北広島市民憲章では、「歴史を大事にしよう」ということになっているが、

北広島市は歴史や文化を大切にしていないのではないか。歴史や文化を学びながら、

利用できる施設にしてはどうか。 

・ 広葉小学校の中庭に小さな水田があった。畑などを手作りで行ってはどうか。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校の先生と意見交換の場を、今回の見学会で設けて欲しかっ

た。 

【委員Ｉ】 

・ 前回の会議を欠席した。北広島団地第 2 住区自治連合会会長をしている。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校にコンピュータールームがあることに驚いた。 

・ 博物館や美術館が北広島市にはない。生け花や茶道、書道等ができる芸術に関わる

施設があったら良い。 

【委員Ｊ】 

・ 学校によって規模が違う。北広島団地の中の学校を活用するのは難しいと感じてい

る。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校は、立地条件等を見て大きく違う。条件が違うのだから使

用する用途も、市民が活用する施設と民間施設にするということも考えられる。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校 2 つの施設を売却した場合の金額を知りたい。 
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・ 江別市のセラミックアートセンターのような施設があったら良いのではないか。展

示できる作品を集めておくことが必要である。 

・ 養護学校の職業訓練施設としても良いのではないか。 

【会長】 

・ 2 つの施設を民間に売却した場合、国庫補助金等の返還は約 6 億円になる。 

・ いずれは広葉小学校と緑陽小学校の運営を誰が行うか、コストはどのくらいかかる

のか等、課題がある。 

【委員Ｋ】 

・ 学校は市の貴重な財産であり、まだまだ使用できるという印象を持った。 

・ 施設の運営を誰が行うか、施設の改修コストはどうするか疑問に思った。 

・ 広葉小学校と緑陽小学校は、立地条件が違うため機能を分けても良いと思う。 

・ 緑陽小学校は、災害時やいざという時のメインの避難場所として現在指定されてい

るが、もし売却された場合どうなるかが気になる。 

【会長】 

・ 地域が施設を運営するとした場合、施設の細かい内容は決めず、大まかな方向性を

出し、使用する団体等に任せるという方法もある。 

【委員Ｋ】 

・ 個人的には、施設の運営のため NPO 法人を立ち上げていきたいと考えている。 

【会長】 

・ 曙小学校の場合、NPO 法人が運営を行っている。年間 1,300 万円の収益があるが、

年間維持費に 1,000 万円、年間賃貸料に 300 万円かかり、ギリギリの状況で運営を

行っている。NPO 法人に全て任せるのは難しいと考えている。運営の基本は、公

共が行うことが現実的である。 

【事務局】 

・ NPO 法人でも有償で貸し付けた場合、国庫納付金等の返還の必要がある。 

【委員Ｌ】 

・ 緑陽小学校のコミュニティスペースを何度か使用しているが、小学校は財産だと思

う。 

・ 空間としてみると、1 つ 1 つの教室は使いにくい。 

・ ニーズに対応して施設を活用することが一番良いと思う。現在、活動場所として求

められているサークル活動の場として使ったら良いのではないか。 

・ 公示して施設の運営等はやりたい人に手をあげてもらうことが必要である。 

・ インキュベーション機能やベンチャー市民活動のように、使い方を変えていく方法

もある。 

【会長】 

・ 北広島団地地区の住民センターのニーズがどのくらいあるのか。 
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【委員Ａ】 

・ 北広島団地地区の住民センターのニーズの調査をすべきであり、ニーズを把握する

必要がある。 

【委員Ｋ】 

・ 事務所として活用したいとのニーズはある。 

・ 1 週間のうち 1 日など、買い物ができる場所が欲しいとの要望もある。 

・ 施設に通信回線は絶対に必要である。 

・ 施設にかかるコスト的なことも、計画するにあたっては大切になる。 

【事務局】 

・ 住民センターのニーズは把握していない。 

・ 広葉小学校に設置している「学童クラブ」と「おたっしゃ塾」は、市民のニーズに

応えた施設である。 

【委員Ｋ】 

・ 施設の利用方法として第 4 住区では、事務所やカフェ、リフォーム相談、自転車貸

し出し、料理教室等のアイディアが出された。 

【委員Ｆ】 

・ 人がジョイントすれば新しいことが発生する。 

・ 子どもの碁のニーズがあり、碁の対局が出来る場所があると良い。 

・ 学校の図書室を、学ぶ場として広く活用することが必要である。 

・ 北広島市には、知識人が多く居り、本をたくさん持っている。次世代の子ども達の

学習の場として、本とインターネットの活用できる場があると良いのではないか。 

【会長】 

・ 蔵書コーナーがあると、次の世代につなげることになる。 

【委員Ａ】 

・ 北広島団地活性化計画を配布してほしい。 

・ 学校跡施設の利用については、北広島団地の課題として、北広島市全体の課題とし

て考えるべきである。 

・ 高齢者が安心して住めるまち、ここで子育てしたいと思わせるまち、この 2 つが学

校跡施設の利用の基本理念だと思う。 

【会長】 

・ 市として、市民の声を聞く予定はあるのか。 

【事務局】 

・ 現段階では考えていない。 

・ 市民の声や学校統合説明会等で利活用に関する意見は寄せられている。 

【会長】 

・ 第 3 回北広島市学校跡施設市民検討会議までに、活用の基本的考え方を整理する。 
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・ 施設の活用にあたっては、市民ニーズを調べながら対応する。 

・ 第 3 回北広島市学校跡施設市民検討会議では、どのような組織で運営するのか、そ

の可能性を委員の皆さんに聞いていきたい。 

・ 第 3 回北広島市学校跡施設市民検討会議では、償還金についても事務局で資料を作

成し、提示する。 

・ 廃校事例 50 選から、特徴的なものや関係しそうな運営主体や具体的な活用を抽出

して、第 3 回北広島市学校跡施設市民検討会議で提示する。 

・ 体育館の活用もニーズが高いことから、体育館の活用事例も紹介する。 

【事務局】 

・ 活用にあたって、都市計画法や消防法などの課題や暖房コストなどの懸案事項も提

示する。 

 

（3）次回市民検討会議の日程 

・ 第 3 回北広島市学校跡施設市民検討会議は、7 月 20 日（火）の 18 時から予定する。 

 

5 閉会 


